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特集：量子物質の科学

●量子物質科学の進展
●量子物質のスペクトロスコピー
～層状化合物におけるトンネル分光

●量子物質の熱電効果
●量子物質の量子スピン液体
●量子物質のトポロジカル相
●量子物質としての多層型銅酸化物超伝導体
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　現代社会は、モノがネットワークにつながる IoT 技術
の浸透、さらに SNS などの Web サービスを通じたユー
ザー生成コンテンツの普及によって、これまでにない規
模と多様性を持つデータが日々生成されています。こう
した膨大な情報を活用することで、消費者や企業の行動
に関するデータを収集・分析し、それをもとに新たな価
値を創出する取り組みは、もはやビジネスの成否を左右
する重要な要素となっています。
　ただしビッグデータ全般はごみの山であり、その情報
量は浅い（Shallow）ものです。またビジネスのステー
クホルダーである人間は、個人の個性や行動の振れ幅が
大きく、社会経済システムで大局的で安定的な物理定数
に対応するものを想定ができません。そこではデータに
対する実在論的アプローチではなく、複雑な事象に潜伏
する構造のモデリングが必要となります。そのために、
問題の背後にある分野の知識と理論を総動員して、有用
な情報を取りだす機能（網 , フィルタ , プリズム）として
経済学や経営学での理論や知見が重要な役割を果たしま
す。すなわち、データを有効に活用するためには、統計
学や機械学習、AI などの分析技術だけでなく、消費者
や企業の意思決定の背景にある理論、すなわち経済学や
ファイナンス、金融工学といった分野の知見が不可欠で
す。さらに近年では、心理学や実験を基盤とした行動経
済学や実験経済学の発展によって、より現実的な人間行
動の理解が進んでいます。
　本特集では、経営学部ビジネスエコノミクス（BE）学
科の教員 5 名による研究の取り組みをご紹介しました。
内容は、産業組織論の視点から企業の価格戦略を分析す
る研究、トランスフォーマーと呼ばれる最先端の機械学
習手法を用いたタクシー流量の予測、深層学習を用いた
金融ポートフォリオの最適化手法、顧客データベースを
活用したパーソナライズド・マーケティングの可能性、
そして強化学習によって消費者の探索行動をモデル化す
る試みなど、多岐にわたります。
　2016 年に設置された BE 学科では、こうしたテーマ
にいち早く取り組み、経済学と情報技術を融合した独自
の教育カリキュラムと教員組織を整備してきました。本
特集が、私たちの学科が目指すビジネスと経済・情報を
横断する教育・研究の姿勢をご理解いただくきっかけと
なれば幸いです。

〔照井　伸彦：経営学部〕
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